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句

肥
後
狂
句

那
須
き
ぬ
子

″住
吉
な
が
え

″内
田
あ
や
女

松
岡
　
信
子

桐
原
　
　
寿

″林
　
　
久
恵

″紫
田
ふ
い
子

″古
庄

泰
子

″平
田
る
り
子

岩
下
　
扶
美

″山
村
ふ
み
子

″

水
張
り
し
植
田
に
夕
日
赤
々
と

荒
梅
雨
の
渦
巻
く
流
れ
夜
を
徹
し

取
落
す
本
幾
度
の
昼
寝
時

今
朝
発
ち
し
子
の
着
く
頃
や
夕
端
居

写
さ
る
る
時
滝
風
の
吹
き
抜
く
る

山
の
湯
の
賑
は
い
見
せ
て
滝
涼
し

仰
ぎ
見
る
滝
の
し
ぶ
き
の
か
か
る
ま
ま

山
女
焼
く
薪
取
り
に
と
て
主
留
守

不
慮
の
死
に
諦
め
つ
か
ず
蚊
遺
香

エ
プ
ロ
ン
に
ア
イ
ロ
ン
利
か
し
梅
雨
厨

そ
れ
と
な
く
話
そ
ら
せ
し
団
扇
か
な

旧
姓
で
呼
び
合
う
友
や
街
薄
暑

梅
雨
の
蝶
迷
い
来
し
部
屋
針
仕
事

緑
野
に
子
等
の
忘
れ
し
帽
子
か
な

所
在
な
く
長
び
く
電
話
梅
雨
ご
も
り

わ
り
き
れ
ぬ
こ
と
に
こ
だ
わ
り
明
易
し

十
薬
の
一
業
繁
る
庄
屋
跡

潮
騒
の
鈴
と
て
求
め
能
登
の
初
夏

退
院
の
夫
待
つ
部
屋
の
百
合
の
花

髪
型
を
変
え
て
涼
し
く
立
つ
厨

あ
ぢ
さ
い
に
乙
女
ら
の
ご
と
旅
気
軽

登
り
来
て
海
を
左
右
に
夏
の
蝶

-5月 31日 現在―

人 口 9,920人 男・̈ 4,804人
女・̈ 5,116人

世帯数…………………・2,633

転入 46  出生 19

転出 67  死亡 4
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昭和50年

人 口

月 日

●

●  ●

50.5.16′ 5ヽ0.6.15

(出生児)(性別)(生年月日)

ど
う
あ
る
か
、
ズ
ボ
ン
が
見
合
い
す
る
ば
し
か

恋
し
く
て
、
無
理
イ
乳
離
れ
さ
せ
ん
で
も

物
凄
さ
、
も
う
は
頬
張
り
き
ら
ん
ダ
ム

時
の
来
て
、
北
京
か
ら
来
る
母
探
し

嘘
、
も
う
政
治
家
も

一
人
前

至
れ
り
尽
せ
り
、
坊
主
の
手
配
ま
で
し
と
る

報
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％
協
レ
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、
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生
徒
ら
元
気
に
″水
泳
授
業
″

本
格
的
な
水
の
季
節
が
や
っ
て
き
ま

し
た
。
各
校
区
の
プ
ー
ル
で
は

″
カ
ノ

パ
″
た
ち
が
水
し
ぶ
き
を
上
げ
て
い
ま

す
。
体
育
の
正
課
と
し
て
の
水
泳
は
、

六
月
か
ら
が
ほ
と
ん
ど
。
陸
上
で
の
運

動
に
か
わ

っ
て
、
生
徒
た
ち
は
ま
だ
冷

た
い
水
の
中
で
元
気
い
っ
ば
い
泳
ぎ
ま

く
り
ま
す
。

毎
年
夏
に
な
る
と
、
県
下
で
は
学
童

の
水
死
事
故
が
起
き
ま
す
。
こ
と
し
こ

そ
水
の
犠
牲
者
が

一
人
も
い
な
い
水
泳

シ
ー
ズ
ン
が
終
わ
っ
て
ほ
し
い
も
の
で

す
。

浦
塚

″林
田

岡
本

″

南
天

一
士戸

琴
司

と

し

て

お

く

と

役

立

ち

ま

す

恋
し
く
て
、
受
話
器
持
つ
手
の
震
え
よ
る

至
れ
り
尽
せ
り
、
ト
イ
レ
に
電
話
引
い
て
あ
る

時
の
来
て
、
恥
の
笑
う
て
話
さ
る
る

物
凄
さ
、
夜
ア
火
柱
見
す
る
阿
蘇

○
香
典
返
し

雑
　
　
一詠

上
色
見
　
　
後
藤
嘉
平

（８６
）

ｏ
あ
ゆ
み
来
し
八
十
余
年
は
夢
と
消
ゆ

隆
め
て
こ
の
障
を
楽
に
す
ご
さ
ん

ｏ
寂
し
き
も
賑
や
か
な
る
も
苦
も
楽
も

み
な
そ
の
も
と
は
心
な
り
け
り

楽
天

今
　
　
昔

社
倉
　
　
今
泉
多
美
江

（８２
）

ｏ
暁

ハ
鶏
ノ
声

ニ
ロ
覚
、
タ

ニ
入

相
ノ
鐘
抒
情
誘

今
は
手
イ
レ
ン
な
り
渡
る
か
な

ｏ
ご
は
ん
焚
き
　
薪
切
り
く
べ
火
吹
竹

今
は
電
気
で
寝
て
れ
ば
出
来
る

ｏ
大
正
の
初
期
　
米

一
俵
八
円
也

今
は
ア
メ
玉

一
ツ
十
円

湯
の
里
荘
　
今
村
美
園

（６５
）

ｏ
駅
長
の
制
服
姿
の
君
が
面
叉
い
つ
か

見
む
思
え
ば
佗
び
し

ｏ
隣
な
る
老
姿
今
宵
も
三
味
を
弾
く

我
も
生
き
た
し
魂
の
歌
に

出

(住所)

上 在

中 園

矢津田

森

死

(住所)

昭 和

上 町

冬 野

永野原

菅 山

矢津田

津 留
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50. 5.20
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江藤 保男

井  征則

甲斐 幸恵

谷川美喜雄

松尾 敏彦

住吉 只二

二子石 衛

中村十九男

亡     S50.5.16～ 50.6.15

(ご遺族)(続柄)(死亡者)(年齢)(死亡年月日)

中山 哲男 母 中山 ヨカ 70 50.5.28
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町
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町
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端
子

∬
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準
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聡
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お も な 内 容     v～ ヽ

(2～ 3)

………・ (3)

……… (4)

……… (6)

……… (つ

……… (8)

………‐
(9)

丸野  守 長男

宮地 直貞 妻
工藤キヨミ 夫

桐原 増雄 養母

瀬井 雅弘 妻

丸野 和伸

宮地キクエ

エ藤 清幸

桐原 テル

那須 ミサエ

瀬井 アヤ

縄
一Ｑ

▽
七
月
六
日

）
七
月
十
三
日

▽
七
月
二
十
日

▽
七
月
二
十
七
日 後

藤

医

院

南
阿
⑦
Ｏ
Ｏ

一
九

平

田

医

院

高
森
②
Ｏ
二
一
六

馬
　
原
　
医
　
院

高
森
②
Ｏ
六
四
六

東
　
　
　
医
　
院

高
森
②
Ｏ
三
〇
九

50年度の当初予算決まる・………

6月 町議会で可決した主な案件

結核無料健康診断はじまる・……

「食中毒」に注意しよう・… …̈

夏休みは規律正しい日課で・……

高森その歴史 (明治の村山学校)

みんながつ くる町民のひろば ・̈

おめでた

50. 6.

50. 6.

50. 5.

50. 5.

50. 5.

50. 6.

18

71

46

78

90

60

あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た

▽
高
森
、
昭
和
の
中
山
哲
男
さ
ん
か
ら

（
ヨ
カ
さ
ん
。
７０
歳
ご
死
去
）

▽
高
森
、
上
町
の
丸
野
守
さ
ん
か
ら

（和
伸
さ
ん
。
１８
歳
ご
死
去
）

▽
永
野
原
、
小
仲
野
の
工
藤
キ
ヨ
ミ
さ

ん
か
ら
。
　

（清
幸
さ
ん

。
４６
歳
ご

死
去
）

〉
高
森
、
上
町
の
九
野
守
さ
ん
か
ら
。

（香
典
返
し
と
し
て
上
町

・
天
神
老

人
ク
ラ
ブ

「
万
年
青
会
」

へ
）

おくやみ
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保
護
司

今
年
も
ま
た
全
国
的
に
繰
り
広
げ
ら

れ
る
法
務
箔
主
唱
の

「社
会
を
明
る
く

内

田

文

字

Ｃ

す
る
運
動
」
の
月
が
ゃ
っ
て
き
ま
し

た
。
毎
年
七
月
に
は
皆
様
方
の
お
手
元

に
存
す
る
も
の
で

一
　

六
時
ご
ろ
か
ら
は
、
昔
も
今
も
変
わ
　
　
あ
ろ
う
か
。
何
か

り
な
く
、
肩
と
肩
と
が
す
り
合
う
よ
　
　
も
ん
く
が
あ
る
べ

総
額
１３
億

万
７
千
円

⌒鈍
）

ヽ
一
・た
　
　
　
　
　
　
ｏ
■
諭
韓

黎
麟
Ｚ
」ヽ
翻
〓

声

に

社
明
運
動
7ヽ _ヽ

協
力
τ

う
な
人
出
で
あ
る
。

〔明
治
神
宮
〕
　

明
治
の
世
は
明
　
　
か
。
生
物
至
上
最
高
の
大
切
な
尊
い
　
今
日
は
皇
居
奉
仕
作
業
四
日
間
の
第
　
は
、
桔
梗
門

（き
き
ょ
う
も
ん
）
か
　
　
人
は
生
ま
れ
て
初
め
て
の
皇
居
入
り

治
大
英
帝
の
御
稜
威

（
み
い
つ
）
の
　
　
惜
し
い
命
を
捨
て
て
の
、
こ
れ
絶
頂

　

一
日
目
。
旅
行
社
の
池
田
氏
か
ら
次
　
ら
で
あ
る
。
０
作
業
中
女
子
は
、
自
　
　
で
、
こ
れ
が
奉
仕
団
の
特

典

で
あ

下
に
存
在
し
、
国
民
精
神
が
高
揚
し
　
　
の
奉
仕
、
人
々
が
静
か
に
頭
を
垂
れ
　
の
よ
う
な
説
明
と
注
意
が
あ

っ
た
。　
　
地
に
赤
字
で
県
団
名
を
染
め
抜
い
た
　
　
る
。　
一
同
の
心
も
締
ま
り
気
持
が
変

〔奉
仕
期
間
中
の
時
間
割
〕
　

朝
七
　
手
拭
い
を
か
ぶ
る
こ
と
。
午
前
七
時

　

わ

っ
て
く
る
。
黙
し
て
隊
列
は
粛
々

に
満
つ
る
あ
り
が
た
い
思
い
の
す
る
　

　

境
内
の
大
村
益
次
郎
の
銅
像
は
、　
　
時
半
宿
所
発

（毎
日
往
復
共
専
用
バ
　

四
十
五
分
に
結
梗
門
に
着
く
。
隊
列

　

と
進
み
、
奉
仕
団
の
控
室
「窓
明
館
」

御
代
で
あ

っ
た
。
代
々
木
の
森
は
大

　

東
京
三
大
銅
像
の
一
つ
で
、
他
の
一
一
　

ス
）
同
八
時
皇
居
着
、
午
後
三
時
半
　
を
整
え
、
団
長
が

「熊
本
県
高
森
町
　
　
に
入
る
。

（
つ
づ
く
）

上
下
心
を

一
に
し
て
、
輝
や
か
し
さ
　
　
る
べ
き
の
社
で
あ
る
。

ム
リ

ユ
ロ

Ｏ
Ｊ

Ｑ
０50年度の町当初予算決まる

年

度

比

％
の
伸
び

１
⊥

ｒ
０

１
上

９
０

暫
定
予
算
に
か
わ
る
五
十
年
度
の
一
般
会
計
予
算
を
中
心
に
審
議
す
る

六
月
定
例
町
議
会
は
六
月
二
十
四
日
か
ら
二
十
八
日
ま
で
開
か
れ
、
総
額

十
二
億
三
千
百
六
十

一
万
七
千
円
の
一
般
会
計
予
算
案
ほ
か
、
条
例
関
係

な
ど
全
部
で
二
十
二
議
案
が
原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

一
般
会
計
の
予
算
編
成
に
当
た
っ
て
は
、
引
き
続
く
国
の
総
需
要
抑
制

策
で
厳
し
い
財
政
事
情
に
あ
り
ま
す
が
、
財
源
の
重
点
的
か
つ
効
率
的
な

配
分
を
図
り
、
基
本
構
想
に
基
づ
く
町
づ
く
り
を
目
ざ
す

一
方
、
町
民
生

活
に
直
接
関
係
す
る
事
業
や
福
祉
面
に
は
特
別
の
配
慮
が
加
え
て
あ
り
ま

す
。本

度
年
の
一
般
会
計
予
算
は
十
二
億
百
六
十

一
万
七
千
円
で
す
か
ら
、

前
年
度
の
九
億
五
千
五
百

一
万
円
に
比
べ
る
と
三
九
軒
の
伸
び
と
な

っ
て

い
ま
す
。

つ
ぎ
に
五
十
年
度
予
算
か
ら
歳
出
面
の
主
な
も
の
を
み
る
と
―
。

【衛
生
】
　
各
種

一
部
事
務
組
合
負
担

金
、
国
保
と
水
道
の
特
別
会
計
に
対
す

る
繰
出
金
九
百
万
円
。
予
防
事
業
関
係

の
医
師
報
償
、
各
種
ワ
ク
チ
ン
、
検
査

委
託
料
な
ど
七
百
二
十
七
万
五
千
円
。

草
部
診
療
所
の
諸
経
費
七
十
四
万
三
千

円
、
母
子
栄
養
強
化
事
業
百
六
十
七
万

七
千
円
、
草
部
、
野
尻
地
区
の
ご
み
収

集
百
二
十
六
万
七
千
円
。

用
の
農
機
具

（も
み
乾
燥
機
）
七
十
三

万
三
千
円
。
草
部
基
幹
集
落
セ
ン
タ
ー

建
設
な
ど
四
千
百
八
十
四
万
三
千
円
。

味
鳥
線
、
中
原
線
、
下
切
線
、
老
良
原

線
、
前
原
線
の
改
良
工
事
費
、
河
原
線

舗
装
な
ど
農
地
費
に
八
千
七
百
九
十
五

万
七
千
円
、
林
道
赤
羽
根
線
の
工
事
諸

経
費
が
主
な
林
業
振
興
費
に
二
千
三
百

九
十
五
万
円
。
小
練
原
線
、
年
の
神
線

の
林
道
開
設
工
事
を
始
め
、
森
林
組
合

が
事
業
主
体
と
な
る
集
約
育
林
、
集
材

機
購
入
な
ど
の
負
担
金
に
六
千
六
百
三

十
九
万
五
千
円

【商
工
】
　

中
小
企
業
信
用
保
証
協
会

に
増
額
出
資
分
二
十
万
円
。
商
工
会
運

営
助
成
金
二
百
五
十
万
円
。
遊
歩
道
、

公
園
、
鍋
の
平
キ
ャ
ン
プ
場
、
遠
見
塚

シ
ャ
ク
ナ
ゲ
園
な
ど
の
管
理
整
備
、
ラ

ク
ダ
山
公
園
の
土
止
め
工
事
、
国
民
休

【
総
務
費
】
　
総
務
費
の
総
額
は
二
億

四
千
五
百
十
四
万
千
円
。
執
行
部
の
一

般
管
理
部
門
の
経
費
で
す
が
、
人
件
費

等
が
大
部
分
。
交
通
安
全
施
設
の
整
備

事
業
で
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
、
ガ
ー
ド
レ
ー

ル
、
道
路
中
央
線
の
線
引
な
ど
に
二
百

三
十
万
円
が
計
上
し
て
あ
り
ま
す
。

【
民
生
費
】
　

母
子
福
祉
等
貸
付
金
特

別
会
計
に
対
す
る
繰
出
金
五
十
万
。
本

年
度
か
ら
貸
付
限
度
額
を
五
万
か
ら
十

万
に
改
正
し
て
い
ま
す
。
老
人
福
祉
関

係
で
は
敬
老
会
行
事
、
老
人
検
診
、
老

人
医
療
、
老
人
ク
ラ
ブ
運
営
助
成
な
ど

の
諸
経
費
を
始
め
、
老
人
ホ
ー
ム
の
負

担
金
、
老
人
憩
の
家
建
設
敷
地
の
造
成

経
費
な
ど
三
千
七
百
十
四
万
八
千
円
。

児
童
福
祉
面
で
は
、
野
尻
保
育
園
の

運
営
諸
費
、
高
森
保
育
園
の
児
童
措
置

負
担
金
、
児
童
手
当
扶
助
費
な
ど
の
ほ

か
、
草
部
保
育
所
建
設
の
経
費
を
含
め

八
千
九
百
三
十
二
万

一
千
円
を
計
上
。

こ
の
ら
ん
…

「声
」
は
み
な
さ

ん
の
ペ
ー
ジ
で
す
。
よ
り
よ
い
高

森
を
築
く
た
め
に
建
設
的
な
ご
意

見
を
お
よ
せ
く
だ
さ
い
。

に
チ
ラ
シ
を
お
配
り
し
て
、
ご
協
力
の

呼
び
か
け
を
行

っ
て
い
ま
す
の
で
、
す

で
に
大
方
の
趣
旨
は
お
わ
か
り
い
た
だ

い
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

「す
べ
て
の
国
民
が
犯
罪
の
防
止
と

罪
を
犯
し
た
人
た
ち
の
更
生
に
つ
い
て

理
解
を
深
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
に
お

い
て
力
を
合
わ
せ
、
明
る
い
社
会
を
築

こ
う
」
と
す
る
も
の
で
す
。
家
庭
で
は

ほ
ん
と
う
の
対
話
、
職
場
で
は
こ
ま
や

か
な
配
慮
、
地
域
で
は
さ
わ
や
か
な
環

境
と
い
っ
た
趣
旨
で
す
。

現
在
、
高
森
町
に
は
八
人
の
保
護
司

が
そ
の
任
に
当
た
り
、
非
行
少
年
や
犯

罪
者
が
り
っ
ば
な
社
会
人
と
な
る
た
め

の
更
生
の
手
助
け
と
、
犯
罪
予
防
に
徴

力
な
が
ら
も
情
熱
を
傾
け
て
、
日
夜
そ

の
運
動
に
携
わ
っ
て
い
ま
す
が
、
皆
様

の
お
力
添
え
な
く
て
は
、
到
底
十
分
な

効
果
を
期
待
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

こ
れ
ま
で
私
が
手
が
け
て
き
ま
し
た

多
く
の
体
験
か
ら
見
ま
し
て
も
、
青
少

年
の
非
行
は
例
外
を
除
い
て
は
、
そ
の

ほ
と
ん
ど
が
意
志
薄
弱
で
、
相
手
に
誘

わ
れ
て
の
出
来
心
と
い
っ
た
例
が
多
く

個
々
に
戻
れ
ば
、
む
し
ろ
愛
す
べ
き
心

情
の
持
ち
主
と
い
え
ま
す
。
こ
こ
で
は

ん
の
ち
ょ
っ
と
し
た
大
人
の
心
づ
か
い

で

″愛
の
一
こ
と
″
を
か
け
て
い
た
だ

く
と
非
行
は
末
然
に
防
げ
た
も
の
を
と

残
念
に
思
う
こ
と
さ
え
あ
り
ま
す
。

そ
れ
に
つ
け
て
も
、
い
つ
も
痛
切
に

感
じ
る
こ
と
は
、
非
行
の
子
を
出
さ
ぬ

た
め
に
も
、
い
か
に
家
庭
の
和
が
大
切

か
と
い
う
こ
と
で
す
。
徒
ら
に
放
任
、

過
保
護
に
な
る
こ
と
な
く

「家
庭
で
は

ほ
ん
と
う
の
対
話
」
を
心
が
け
て
い
た

だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

人
ご
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
非
行
犯

罪
が
高
校
生
か
ら
中
学
生
へ
と
低
令
化

し
つ
つ
あ
り
ま
す
。
み
ん
な
の
力
で
青

少
年
の
明
る
い
成
長
を
助
け
見
守

っ
て

く
だ
さ
る
こ
と
を
お
願
い
し
ま
す
。

あ
ぢ
さ
い
や
更
生
誓
ふ
瞳
の
澄
め
り

帝
の
神
鎮
ま
り
ま
す
に
、
ふ
さ
わ
し
　

つ
は
皇
居
前
の
楠
公
銅
像
と
、
上
野
　
ご
ろ
ま
で
作
業
、
同
五
時
帰
宿
、
以

　

奉
仕
団
」
と
紫
地
に
自
字
染
め
出
し

い
た
た
ず
ま
い
で
、
ま
た
日
本
人
の
　

の
西
郷
隆
盛
の
銅
像
。
大
村
益
二
郎
　
後
十

一
時
ま
で
自
由
。

の
、
奉
仕
団
標
示
の
小
旗
を
持
っ
て

明
治

へ
の
故
里
の
山
で
あ
る
ｃ

は
上
野
彰
義
隊
戦
の
官

軍
総

揮
官

　

　

〔奉
仕
期
間
中
の
心
得
〕
０
皇
居

　

先
頭
に
立

っ
た
。
門
前
皇
宮
護
衛
官

〔靖
国
神
社
〕
　

自
分
の
た
め
に
　

で
、
ま
た
兵
制
確
立
の
功
労
者
で
あ
　
内
で
は
す
べ
て
官
内
官
の
指
示
に
従
　
　
（門
内
外
多
く
の
要
所
に
い
る
）
に

一
切
自
由
行
動
を
と
ら
な
い
で
　

奉
仕
団
名
と
人
員
を
告
げ
、

「通
行

あ
ら
ず
し
て
、
人
の
た
め
、
世
の
た
　
る
。

き
も
の
で
あ
ろ
う

め
、
国
の
た
め
に
命
を
捧
げ
て
尽
す
　
　
　
〔四
月
十
五
日

・
火
曜

・
晴
〕
　

　

規
則
を
守
り
、
規
律
を
正
し
く
す
る
　
　
許
可
」
の
指
示
を
受
け
て
進
ん
だ
。

よ
り
以
上
の
、
尊

こ
と
。
０
皇
居
内
　
　
こ
の
よ
う
に
団
長
の
役
目
は
標
示
旗

い
人
の
行
為
が
別

で
の
移
動
は
、
す

　

を
持
ち
、
隊
列
の
先
頭
に
立

っ
て
、

②

べ
て
四
列
縦
隊
に
　
　
県
団
名
と
人
員
を
告
げ
る
こ
と
が
主

基
幣
整
備
に
力
入
れ
る

●  ●

●  ●

集

落

セ

ン
タ

ー

な

ど
建

設

【農
林
水
産
】
　

団
体
営
草
地
開
発
事

業
の
牧
道
小
倉
原
線

（
二
♂
）
の
建
設

工
事
請
負
費
、
グ

ニ
駆
除
事
業
負
担
金

中
原
の
放
牧
施
設
更
新
改
良
事
業
、
戸

狩
の
草
地
改
良
事
業
負
担
金
、
肉
用
牛

増
頭
奨
励
補
助
金
な
ど
畜
産
関
係
に
五

千
八
十

一
万
三
千
円
。
本
年
度
か
ら
施

行
さ
れ
る
中
国
牧
道
改
良
工
事
と
前
原

洗
川
牧
野
改
良
工
事
の
事
務
諸
経
費
二

十
九
万
六
千
円
。
阿
蘇
火
山
灰
に
よ
る

野
菜
、
桑
葉
な
ど
の
防
災
営
農
施
設
の

整
備
千
五
百
四
十
六
万
千
円
。
共
同
利

且
隊
列
を
整
え
る
　
　
で
、
ほ
か

一
切
は
旅
行
社
の
係
員
が

水ヽ
野

原

　

国
Ｔ
非
文

　

蘇
妬

（
一め
）
こ
と
０
奉
仕
期
間

　

主
導
す
る
。

中
の
皇
居
出
入
り

一般会計の歳入歳出構成

75,720千円 226,879T‐ Ill

97,100千
‐
lll

債費4.10%

衛生費3:69%

商 1:費

い
よ
い
よ
門
内
に
入
る
。
大
方
の

その他

17.03%

県 支 出 金

186,760千 F_ 税方 交 付

592,445 T PI

その他 4.3%

民生費  12.18%

総務費 農 林 水 産 費

.55%

災害復旧費7.22

一

ロ

量

一
ヽ
ｉ
●
■

華

眠
お
＝●

■
■
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所
得
税
第

一
期

分
と
振
替
納
税

七
月
は
、
所
得
税
の
予
定
納
税
第

一

期
分
を
納
め
て
い
た
だ
く
月
で
す
。
納

期
は
七
月
三
十

一
日
ま
で
と
な
っ
て
い

ま
す
。

と
こ
ろ
で
、
所
得
税
を
納
め
る
便
利

な
方
法
と
し
て
、
振
替
納
税
が
あ
り
ま

す
。
こ
れ
は
、
銀
行
な
ど
の
金
融
機
関

に
税
金
の
支
払
を
頼
ん
で
お
く
と
、
預

金
口
座
か
ら
自
動
的
に
納
め
る
こ
と
が

で
き
る
方
法
で
す
。
詳
し
く
は
、
税
務

署
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

自
衛
官

に
な
り

技

術

の
習
得

を

規
律
あ
る
団
体
生
活
で
技
術
、
責
任

感
、
根
性
を
身
に
つ
け
る
こ
と
の
で
き

る
自
衛
官
。
い
ま
第

一
次
の
募
集
中
で

す
。
資
格
は
十
八
歳
か
ら
二
十
五
歳
未

満
の
男
子
。
中
学
卒
程
度
の
学
力
に
よ

る
簡
単
な
筆
記
試
験
、
日
述
試
験
、
身

体
検
査
が
行
わ
れ
ま
す
。

二
等
陸

・
海

。
空
士
の
初
任
給
は
五

万
八
千
二
百
円
で
、
賞
与
は
年
三
回
。

退
職
金
、
年
金
各
手
当
は
も
ち
ろ
ん
あ

り
ま
す
。
高
校
や
大
学
の
卒
業
資
格
を

得
た
い
人
は
定
時
制
や
通
信
教
育
、
夜

暇
村
建
設
の
導
水
工
事
な
ど
観
光
費
に

二
千
二
百
七
十
三
万
三
千
円
。

【
土
木
】
　

グ
レ
ー
ダ
ー
借
上
料
百
二

十
万
円
。
道
路
維
持
補
修
に
四
百
万
円

砂
利
、
ヒ
ュ
ー
ム
管
購
入
千
万
円
。
百

道
路
維
持
管
理
機
械
購
入
負
担
金
六
十

八
万
三
千
円
。
社
倉
―
水
迫
線
政
良
工

事
ほ
か
町
道
改
良
、
補
償
、
国
県
道
、

間
部

へ
の
通
学
も
許
さ
れ
ま
す
。

そ
の
ほ
か
、
適
性
、
希
望
に
よ
っ
て

通
信
士
や
整
備
士
、
各
車
輛
免
許
な
ど

の
国
家
免
許
取
得
が
で
き
ま
す
。

税

務

大

学

校

で

普

通

科

生

募

集

熊
本
国
税
局
で
は
、
税
務
大
学
校
普

通
科
生
の
採
用
募
集
を
行

っ
て
い
ま

す
。
受
験
資
格
は
、
昭
和
三
十
年
四
月

二
日
か
ら
昭
和
三
十
三
年
四
月

一
日
ま

で
に
生
れ
た
男
子
で
す
。
学
歴
は
問
い

ま
せ
ん
が
、
採
用
試
験
は
高
校
卒
業
程

度
と
な
っ
て
い
ま
す
。
受
付
期
間
は
、

昭
和
五
十
年
七
月
十
六
日
か
ら
七
月
二

十
九
日
ま
で
、
申
込
書
は
国
税
局
税
務

署
に
備
え
て
あ
り
ま
す
。

中
元
融
資

ご
希

望

は
商

工
会

へ

次
の
要
領
で
中
元
融
資
が
実
施
さ
れ

ま
す
。
ご
希
望
の
方
は
高
森
町
商
工
会

ま
で
早
目
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

〔融
資
対
象
者
〕
　

県
内
で
一
年
以
上

事
業
を
営
ん
で
い
る
も
の

〔資
金
の
使
途
〕
　

中
元
に
必
要
と
す

る
運
転
資
金

〔融
資
限
度
〕
　

一
企
業
者
当
た
り
五

百
万
円
。　
一
組
合
当
た
り
最
高
千
万
円

〔利
率
〕
　

年
八
・
五
〇
ギ

〔融
資
期
間
〕
　

六
か
月
以
内

〔返
済
方
法
〕
　

分
割
ま
た
は

一
括

〔担
保
お
よ
び
保
証
人
〕
　

①
全
て
信

用
保
証
協
会
の
保
証
付
と
す
る
②
保
証

人
二
人
以
上

（
た
だ
し
、
法
人
の
場
合

は
代
表
者
個
人
以
外
に
二
人
以
上
）

〔保
証
料
〕

年

一
。
一
三
ギ

〔申
込
受
付
〕
　

八
月
十
日
ま
で

こ
の
ほ
か
、
運
転
、
設
備
資
金
の
諸

融
資
制
度
が
あ
り
ま
す
の
で
商
工
会
窓

口
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

８
月
中
旬

に
保

母
試
験
を
実
施

県
で
は
五
十
年
熊
本
県
保
母
試
験
を

次
の
と
お
り
行
な
い
ま
す
。

〔試
験
期
日
〕
　

八
月
十
九
日
か
ら
二

十
二
日
ま
で

〔試
験
場
〕
　

熊
本
女
子
大
学

〔試
験
科
目
〕
　

社
会
福
祉
事
業

一

般
、
児
童
福
祉
事
業
概
論
、
児
童
心
理

学
及
び
精
神
衛
生
、
保
健
衛
生
学
及
び

生
理
学
、
看
護
学
及
び
実
習
、
保
育
理

論
、
保
育
実
習
、
学
養
学
及
び
実
習

※
受
験
申
し
込
み
の
手
続
き
は
、
所

定
の
受
験
申
し
込
み
書

（写
真
を
添

付
）
に
受
験
資
格
を
証
明
す
る
書
類
、

住
民
票
の
写
し
及
び
受
験
手
数
料
千
円

を
添
え
て
七
月
二
十
二
日
ま
で
に
も
よ

り
の
福
祉
事
務
所
に
提
出
し
て
く
だ
さ

な
お
、
受
験
申
し
込
み
用
紙
は
も
よ

り
の
福
祉
事
務
所
、
ま
た
は
県
家
庭
児

童
課

（熊
本
市
水
前
寺
六
丁
目
十
八
―

一
）
に
用
意
し
て
あ
り
ま
す
。

統
計
グ
ラ
フ
コ
ン

ク
ー
ル
作
品
募
集

県
民
に
対
す
る
統
計
思
想
の
普
及
と

統
計
の
表
現
技
術
の
向
上
を
図
る
た
め

県
統
計
協
会
な
ど
が
主
催
し
て
、
五
十

年
度
統
計
グ
ラ
フ
コ
ン
ク
ー
ル
を
行
い

ま
す
。

〔応
募
資
格
〕
　

県
内
在
住
者
で
小
学

校
三
年
生
以
下
の
児
童
、
小
学
校
四
年

生
以
上
の
児
童
、
中
学
校
の
生
徒
、
高

校
以
上
の
学
生

。
生
徒
、　
一
般

〔課
　
題
〕
　

各
部
と
も
自
由
。
た
だ

し
小
学
校
の
児
童
の
作
品
に
つ
い
て
は

児
童
が
観
察
し
た
結
果
を
グ
ラ
フ
に
し

た
も
の
。

〔締
切
日
〕
九
月
十
日

（水
）

応
募
上
の
注
意
な
ど
詳
し
く
は
熊
本

県
企
画
開
発
部
統
計
調
査
課
内
　
熊
本

県
統
計
協
会

（
一０
八
六
二
）
ま
で
。

と
に
な
り
ま
し
た
。
事
業
費
は
三
千
七

百
万
円

◇
団
体
営
草
地
開
発
事
業
の
施
行
に
つ

い
て色

見
の
牧
道

「
小
倉
原
線
」
二
百
研

を
整
備
し
ま
す
。
工
期
は
七
月

一
日
か

ら
来
年
十
二
月
十
日
ま
で
。
事
業
費
は

四
千
万
円
。

◇
民
有
林
道
開
設
事
業
に
つ
い
て

大
字
矢
津
田
の
民
有
林
道

「赤
羽
根

線
」
千
四
百
ン
を
開
設
し
ま
す
。
事
業

費
は
二
千
百
三
十

一
万
円
。
工
期
は
七

月

一
日
か
ら
来
年
十
二
月
十
日
ま
で
。

◇
災
害
復
旧
事
業
の
施
行
に
つ
い
て

災
害
復
旧
事
業
で
中
山
川
と
村
山
川

を
改
修
し
ま
す
。
事
業
費
は
中
山
川
関

係
二
千
三
百
五
十
万
円
、
村
山
川
関
係

一
千
万
円
。
工
期
は
九
月

一
日
か
ら
来

年
三
月
三
十
日
ま
で
。

◇
農
道
整
備
事
業
の
施
行
に
つ
い
て

五
十
年
度
に
お
い
て
味
鳥
、
中
原
、

下
切
、
老
良
原
、
前
原
、
河
原
な
ど
各

地
の
農
道
を
整
備
し
ま
す
。
こ
れ
ら
の

総
事
業
費
は
六
千
二
百
四
十

一
万
円
。

◇
公
営
住
宅
の
建
設
に
つ
い
て

五
十
年
度
に
お
い
て
中
川
原
地
区
に

町
営
住
宅
の
第

一
種
住
宅
四
戸
、
第
二

種
住
宅
四
戸
を
そ
れ
ぞ
れ
建

設

し
ま

す
。
事
業
総
額
は
約
二
十
四
百
二
十
二

万
円
。

◇
簡
易
水
道
の
新
設
と
飲
用
水
供
給
施

設
の
新
設
に
つ
い
て

大
字
矢
津
田
の
高
尾
野
地
区
に
簡
易

水
道
を
、
ま
た
大
字
中
の
峰
の
宿
に
飲

み
水
の
供
給
施
設
を
新
設
し
ま
す
。
事

業
費
は
合
わ
せ
て
約
六
千
九
百
三
十
五

万
円
。
い
ず
れ
も
九
月

一
日
に
着
工
予

定
。

新 町

た 営

に 住

ノヽ 宅

戸 は

文
化

、
教

育
に

‥
一
億

三
千

六
百
万
円

凛軋
羹
）

十

商
工
観
光
に

千

百
万
円

住
宅

,肖

防
に

五
千
百
万
円

″   
「

8ご

婦 |
の |
増
進
に

億

千
万
円

慢
,青

掃
に

四
千
九
百
万
円

経
済

、
農
林
水
産

に
　

二
億

三
千
万
円

Ｑ

島

島

Ｑ

Ｑ

品

―く:フ
ク
″

部
落
道
改
良
補
助
な
ど
八
千
五
百
十
二

万
五
千
円
。
住
宅
管
理
費
三
百
三
十

一

万
円
。
町
営
住
宅
の
建
設
費

（
八
戸
分

）
二
千
四
百
二
十
二
万
七
千
円

【
消
防
】
　

消
火
栓
の
改
良
、
防
火
水

槽
の
新
設
百
八
十
万
円
。
消
防

自
動

車
、
小
型
動
カ
ポ
ン
プ
な
ど
の
購
入
八

百
五
十
二
万
円
。
消
防
施
設
の
助
成
金

五
百
五
十
九
万
円
。

【教
育
】
　

教
育
費
の
総
額
は

一
億
三

千
六
百
二
十
三
万
六
千
円
で
、
全
般
的

に
通
常
の
学
校
管
理
経
費
。
こ
の
中
で
、

河
原
小
学
校
々
舎
修
繕
三
百
万
円
と
草

部
中
学
校
教
員
住
宅
の
建
設
、
高
森
中

特
別
教
室
の
改
築
工
事
に
伴
う
電
気
工

事
四
百
十
二
万
五
千
円
が
特
定
な
事
業

新
た
な
試
み
と
し
て
高
齢
者
学
級
の

開
設
を
計
画
、
ま
た
合
併
二
十
周
年
を

記
念
し
て
町
史
編
さ
ん
の
調
査
準
備
費

四
十
万
円
を
計
上
し
て
い
ま
す
。

道
路
三
父
通
に

…
一
億
三
千
万
円

◇
災
害
復
旧
事
業
の
施

行
に
つ
い
て

上
在
地
区
の
久
原
川

を
災
害
復
旧
事
業
と
し

て
改
修
し
ま
す
。
竣
工

予
定
は
十

二
月

三
十

日
、
事
業
費
は
二
千
六

百
万
円
。

◇
助
役
と
収
入
役
の
選

任
同
意
に
つ
い
て

助
役
瀬
井
浪
夫
（妻
）

氏
は
六
月
二
十
日
で
、

ま
た
収
入
役
内
田
秀
憲

氏
（奎
）
は
七
月
二
十
七

日
で
任
期
満
了
と
な
り
ま
す
が
、
議
会

で
は
両
氏
の
再
任
に
同
意
し
ま
し
た
。

◇
高
森
町
健
康
保
険
税
条
例
の
改
正
に

つ
い
て

地
方
税
法
の
一
部
改
正
や
税
率
算
定

の
基
礎

（基
本
課
税
額
、
被
保
険
者
数

世
帯
数
な
ど
）
が
変
わ
っ
た
た
め
、
国

民
健
康
保
険
税
を
算
出
す
る
税
率
も
改

正
し
ま
し
た
。

◇
高
森
町
災
害
弔
慰
金
の
支
給
、
お
よ

び
災
害
援
護
資
金
の
貸
付
け
に
関
す
る

条
例
の

一
部
改
正
に
つ
い
て

災
害
に
よ
る
死
亡
者

一
人
当
た
り
の

弔
慰
金
は
、
そ
の
死
亡
者
が
生
計
を
主

と
し
て
い
た
場
合
は
百
万
円

（従
来
は

五
十
万
円
）
と
し
、
家
族
は
五
十
万
円

（新
設
）
と
し
ま
し
た
。
ま
た
、
災
害

援
護
資
金
の
一
世
帯
当
た
り
の
貸
付
け

限
度
額
を
被
害
の
種
類
、
程
度
に
応
じ

て
三
十
万
円
か
ら
百
万
円
に
改
め
ま
し

た
。
な
お
、
償
還
期
間
は
十
年
。

◇
五
十
年
度
高
森
町
簡
易
水
道
特
別
会

計
予
算

（案
）
に
つ
い
て

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
の
総
額
は
九
千

七
百
六
十
九
万
九
千
円
。
歳
出
の
主
な

も
の
は
、
峯
の
宿
地
区
の
飲
用
水
供
給

施
設
と
高
尾
野
地
区
の
簡
易
水
道
な
ど

の
新
設
工
事
費
七
千
八
百

四
万

七
千

円
。

◇
第
二
次
林
業
構
造
改
善
事
業
の
施
行

に
つ
い
て

第
二
次
林
業
構
造
改
善
事
業
と
し
て

大
字
矢
津
田
の
林
道

「
小
練
原
線
」
と

大
字
津
留
の
林
道

「年
の
神
線
」
を
整

備
、
さ
ら
に
大
字
尾
下
の
大
畑
に
作
業

道
を
つ
く
り
ま
す
。

◇
山
村
地
域
農
林
漁
業
特
別
対
策
事
業

の
実
施
に
つ
い
て

本
町
の
草
部
出
張
所
隣
り
に
三
階
建

て
の
基
幹
集
落
セ
ン
タ
ー
を
つ
く
る
こ

河

川

に

‥

百

八

十

万

円

●  ●

●  ●

鷲

助 役   収入役

瀬井。内田氏を再任

小
出
優
美
子
さ
ん

（じ

高
森
昭
和

・
バ
ス
ガ
イ
ド

☆
仕
事
は
楽
し
い
で
す
か
。

‐―
―
入
社
し
て
間
も
な
い
こ
ろ
は
、
お
客
さ
ま
の
前

に
立
つ
の
が
こ
わ
か

っ
た
の
で
す
が
、
も
う
慣
れ
ま

し
た
。
小
さ
い
時
か
ら
歌
が
好
き
だ

っ
た
の
で
、
楽

し
く
や

っ
て
い
ま
す
。

☆
休
み
の
日
は
何
を
し
て
い
ま
す
か
。

―
―
家
事
の
手
伝
い
や
レ
コ
ー
ド
を
聴
い
て

過
ご
し
て

い
ま
す
。

☆
い
ま
や
り
た
い
こ
と
は
―

―
―
―

（
し
ば
ら
く
考
え
て
）
何
も
あ
り
ま
せ
ん
。
早

く
年
を
と

っ
て
お
嫁
に
行
き
た
い
で
す
ね
。

・
¨
一

一

一澳
一

〓搬
ダ
一 艤

警

一̈一一一一一一

０
月‐‐
議
会
で
可
決
し
た
主
な
案
件
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辣
南
郷
事
蹟
考
に
よ
れ
ば

「村
山
は
禄

高
六
百
二
十
二
石
余
、
本
園
村
な
ど
の

小
村
あ
り
、
里
俗
言
、
大
神
湖
水
を
千

し
給
い
し
後
初
め
て
入
家
の
な
り
た
る

と
こ
ろ
な
り
と
い
う
。
当
村
と
長
野
村

同
時
に
村
立
の
最
初
と
い
い
、
高
森
町

か
ら
当
村
入
口
ま
で
八
丁
」
と
記
さ
れ

て
い
る
。

南
郷
谷
中
の
最
高
所
で
東
に
清
栄

山
、
黒
岩
峠
、
虎
御
前
な
ど
の
外
輪
山

祖
母
神
社
は
阿
蘇
大
官
司
惟
人
命
の

祖
母
で
建
磐
竜
命
の
妃
、
阿
蘇
都
媛
命

を
祀

っ
た
古
い
神
社
。
往
古
は
村
山
阿

蘇
官
と
呼
ん
だ
と
い
う
。
明
治
維
新
に

な
る
と
林
櫻
園
の
思
想
を
受
け
た
熊
本

敬
神
党
は
、
明
治
政
府
が
急
い
で
西
洋

文
明
を
受
け
入
れ
る
た
め
、
わ
が
国
古

来
の
美
風
が
廃
れ
る
の
を
憂
え
、
神
祗

を
尊
崇
し
、
国
体
を
護
持
す
る
こ
と
を

村
山
祖
母
神
社
。
参
道
左
側
に
村
山
学
校
が

あ

っ
た
と
い
わ
れ
る

に
囲
ま
れ
、
北
に
障
子

岩

（通
称
ら
く
だ
山
）
を

背
お
う
景
勝
の
地
、
こ
の

ほ
か
村
山
丹
波
守
の
村
山

城
趾
、
祖
母
神
社
な
ど
由

緒
深
い
土
地
で
あ
る
。
大

化
の
改
新
後
荘
園
制
度
が

で
き
た
が
、
阿
蘇
氏
の
勢

力
は
村
山
村
に
及
ば
ず
、

そ
の
後
村
上
源
氏
の
地
頭

職
の
直
轄
地
で
あ

っ
た
と

い
う
。

主
張
し
た
。
そ
し
て
、
つ
い
に
明
治
九

年
に
は
神
風
連
の
乱
を
起
し
た
。

こ
れ
よ
り
先
、
敬
神
党
の
人
々
が
県

下
の
神
社
に
配
属
さ
れ
る
と
き
、
熊
本

藩
士
の
堀
田
四
郎
は
当
村
山
祖
母
神
社

に
配
属
さ
れ
た
。
こ
こ
に
堀
田
家
と
村

山
の
人
た
ち
と
の
交
流
が
始
ま
っ
た
。

村
山
に
は
明
治
開
化
期
前
か
ら
寺
小

屋
が
あ
り
、
人
々
は
村
山
学
校
と
呼
ん

だ
。
高
森
に
も
大
矢
野
格
次
と
い
う
人

物
が
来
て
大
矢
野
塾
が
で
き
た
が
、
四

年
ほ
ど
で
絶
え
た
。
村
山
に
は
官
喜
多

を
守

っ
た
孤
高
の
人
で
も
あ
る
。
昌
継

翁
の
二
男
は
雲
次
氏
で
堀
国
家
の
養
嗣

子
と
な
り
、
雲
龍
、
竜
助
氏
と
今
日
ま

で
続
き
、
本
家
は
堅
治
氏
が
後
を
継
い

で
い
る
。

明
治
五
年
学
制
が
布
か
れ
る
と
高
森

塾

（高
屋
敷
）
、
飛
森
塾

（現
南
公
民

館
、
山
村
大
寂
）
、
村
山
塾
が
統
合
さ

れ
、
明
治
六
年
に
高
森
小
学
校
が
創
設

さ
れ
た
。
初
代
校
長
は
山
村
等
（大
寂
）

先
生
で
、
村
山
学
校
に
は
内
田
三
郎
先

生

（現
収
入
役
内
田
秀
憲
氏
の
祖
父
）

●
■

●
一）

↑
●
■
●
■

●
■

●
●
‐
↑
じ

、・●

（●
）
↑
ｔ
■
ド
■
■
●

，●
■
●
一
〓
■
）
■
ヽビ

″健
康
で
あ
る
″
と
い
う
こ
と
は
大
切
な
こ
と
で
す
が
、
自
分
の

■

か
ら
だ
の
状
態
を
は
っ
き
り
知

っ
て
い
る
人
は
案
外
少
な
い
も
の
で

二

す
。
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
は
、
た
い
て
い
勤
め
先
で
年

一
回
は
定
期
健

■

康
診
断
を
受
け
て
い
ま
す
の
で
、
健
康
管
理
は
ま
ず
ま
ず
で
す
。　
■

し
か
し
、
自
家
営
業
の
方
、
家
庭
の
主
婦
、
お
年
寄
り
の
方
な

■

ど
は
、
健
康
診
断
に
恵
ま
れ
て
い
ま
せ
ん
の
で
、
健
康
管
理
が

■

お
ろ
そ
か
に
な
り
が
ち
で
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一・‥．

町
で
は
こ
の
よ
う
な
方
々
の
た
め
に
七
月
十
四
日
か
ら
町
内

■

の
三
十
五
カ
所
で
結
核
の
健
康
診
断
を
行
い
ま
す
。
こ
の
機
会
に

一

ぜ
ひ
受
診
し
て
、
あ
な
た
の
健
康
を
確
め
て
く
だ
さ
い
。
料
金
は

〓

無
料
で
す
。
結
核
の
健
康
診
断
は
レ
ン
ト
ゲ
ン
に
よ
る
も

の
で
す

一

が
、
下
着
を
つ
け
た
ま
ま
で
簡
単
に
で
き
ま
す
。　

　
　
　
　
　
　
　
鮮

●
・
●
↑
●
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■
●
‥
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■
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お
い
て
く
だ
さ
い
。
②
妊
婦
の
方
は
あ

ら
か
じ
め
保
健
所
に
ご
相
談

く
だ
さ

い
。
０
働
き
ざ
か
り
の
人
は
、
必
ず
健

康
診
断
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

一
昨
年
前
か
ら
満
四
十
歳
以
上
、
満

六
十
四
歳
以
下
の
人
に
は
、
レ
ン
ト
ゲ

ン
検
診
だ
け
で
な
く
、
成
人
病
検
診
も

同
時
に
行

っ
て
い
ま
す
。
成
人
病
検
診

の
該
当
者
は
、
す
で
に
お
配
り
し
て
あ

る
尿
器
に
当
日
の
朝
の
尿
を
入
れ
て
持

参
し
て
く
だ
さ
い
。
レ
ン
ト
ゲ
ン
撮
影

の
あ
と
、
係
員
が
回
収
し
ま
す
。

と
こ
ろ
で
、

「
も
し
自
分
が
結
核
で

あ
る
と
い
わ
れ
た
ら
困
る
」
と
い
う
人

断
や
Ｂ
Ｃ
Ｇ
接
種
を
行
わ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
こ
と
を
結
核
予
防
法
で
定
め
ら

れ
て
お
り
、　
一
方
、
発
病
者
が
病
院
や

療
養
所
な
ど
で
的
確
な
治
療
が
早
く
受

け
ら
れ
る
よ
う
医
療
費
公
費
負
担
制
度

が
も
う
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
結
核
菌
が
タ
ン
の
中
に
出

る
場
合

（菌
が
出
な
く
て
も
、
空
洞
が

あ

っ
て
当
然
菌
が
出
る
と
考
え
ら
れ
る

場
合
を
含
む
）
家
族
や
職
場
な
ど
周
囲

の
人
に
う
つ
る
恐
れ
が
あ
る
た
め
、
県

知
事
名
で
結
核
療
養
所
や
病
院
に
入
所

さ
せ
る

（命
令
入
所
）
わ
け
で
す
が
、

そ
の
場
合
、
患
者
世
帯
の
収
入
が

一
定

限
度
額
以
下
で
あ
る
と
き
は
、
治
療
に

要
す
る
費
用
の
大
部
分
を
公
費
で
負
担

す
る
と
い
う
制
度
で
す
。
具
体
的
に
は

所
得
税
が
年
額
六
千
六
百
円
以
下
の
世

帯
の
人
が
結
核
に
な
る
と
医
療
費
を
全

額
負
担
し
ま
す
。

命
令
入
所
に
あ
て
は
ま
ら
な
い
場
合

に
は
薬
剤
料
や
検
査
料
の
半
額
を
公
費

で
負
担
し
ま
す
。
従

っ
て
通

院

の
場

合
、
残
り
の
半
額
は
健
康
保
険
が
受
け

持
つ
の
で
患
者
の
自
巳
負
担
は
ほ
と
ん

ど
あ
り
ま
せ
ん
。

（国
民
健
康
保
険
の

場
合
は
残
り
半
額
の
七
割
を
国
保
が
負

担
し
ま
す
）

こ
の
よ
う
に
結
核
治
療
は
、
費
用
の

面
で
は
他
の
病
気
に
く
ら
べ
て
本
人
の

負
担
は
非
常
に
少
な
い
も
の
と
な
っ
て

い
ま
す
ｃ

公
費
負
担
制
度
に
つ
い
て
は
、
申
請

手
続
き
を
保
健
所
で
し
て
い
た
だ
く
こ

と
に
な

っ
て
い
ま
す
。
く
わ
し
く
は
保

健
所
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
ｃ

あ
な
た
は
健
康
で
す
か

町
内
３５
会
場
で
実
施

〔対
象
者
〕

受
診
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
人
は
次

の
と
お
り
で
す
。

町
内
に
住
ん
で

い
る
満
十
五
歳
以

上
の
人
で
０
事
業

所
や
事
務
所
に
勤

め
て
い
な
い
人
②

学
校
に
通

っ
て
い

な
い
人
。
た
と
え

ば
、
家
庭
の
主
婦

お
年
寄
り
、
農
業

林
業

・
水
産
業
の

自
家
経
営
者
、
商

●  ●

●  ●

<28>

「国
学
」
の
気
風
は
ぐ
く
む

堀
田
氏
ら
多
く
の
人
材
輩
出

７

月

‐４

日

か
　
　
ら

店
に
い
る
人
。
学
生
は
学
校
で
受
診
し

て
い
ま
す
。

〔受
診
の
方
法
〕
　

各
人
に
お
配
り

し
て
あ
る
検
診
票
を
会
場
受
け
付
け
に

見
せ
て
、
レ
ン
ト
ゲ
ン
撮
影
を
す
ま
せ

て
く
だ
さ
い
。

そ
の
結
果
、
病
気
で
あ
る
こ
と
が
わ

か
っ
た
人
や
病
気
の
疑
い
の
あ
る
人
に

は
、
役
場
か
ら
無
料
精
密
検
査
の
通
知

を
行
い
ま
す
。
健
康
な
方
に
は
連
絡
し

ま
せ
ん
。

〔注
意
〕
　

０
下
着
を
つ
け
た
ま
ま

レ
ン
ト
ゲ
ン
撮
影
を
す
る
と
き
は
、
ボ

タ
ン
、
フ
ァ
ス
ナ
ー
、
か
ぎ
ホ
ッ
ク
な

ど
が
つ
い
て
い
な
い
下
着
を
着
用
し
て

が
あ
り
ま
す
が
、
ま
さ
に
そ
の
と
お
り

で
す
。
結
核
は
昔
と
ち
が
い
治
る
病
気

に
な

っ
た
と
は
い
え
、
い
や
な
病
気
で

あ
る
こ
と
に
変
わ
り
あ
り
ま
せ
ん
。
病

気
の
見
通
し
を
は
じ
め
と
し
て
、
長
朝

療
養
に
と
も
な
う
医
療
費
の
支
出
、
収

入
の
減
少
、
家
計

へ
の
圧
迫
な
ど
、
ど

れ
を
と

っ
て
も
不
安
は
増
す
ば
か
り
で

す
。こ

れ
ら
の
問
題
を
解
決
す
る
た
め
、

保
健
所
が
中
心
と
な
り
町
民
の
健
康
診

公 発

費 病

負 者

担 に

制 医

度 療

執
筆
者

今

村

俊

男

先
生
が
村
山
塾
を
始
め
、
日
上
昌
継
翁

な
ど
村
山
の
人
士
が
そ
の
教
え
を
受
け

た
。
さ
ら
に
堀
田
氏
の
来
村
に
よ
り
、

林
櫻
園
の
国
学
の
学
風
を
学
ん
だ
。
現

在
、
堀
田
家
に
田
上
昌
継
翁
の
直
筆
に

よ
る
櫻
園
先
生
の
講
述

「宇
気
比
考
」

「童
子
わ
ら
べ
歌
」
の
稿
本
が
保
存
さ

れ
て
い
る
。

明
治
九
年
十
月
二
十
四
日
、
神
風
連

百
七
十
余
人
が
熊
本
鎮
台
に
夜
討
ち
を

か
け
る
と
き
、
堀
田
四
郎
も
村
山
か
ら

こ
れ
に
参
加
し
た
。
同
氏
は
京
町
、
柳

川
町
の
与
倉
連
隊
長
を
襲

っ
て
斬
り
つ

け
村
山
に
逃
れ
た
が
、
色
見
で
捕
ま
り

獄
中
に
て
死
亡
し
た
。
昌
継
翁
は
上
色

が
そ
の
指
導
に
あ
た
っ
た
。
村
山
学
校

は
幾
多
の
人
材
を
出
し
た
が
、
そ
の
歴

史
的
背
景
か
ら

一
種
独
特
の
気
風
を
か

も
し
出
し
た
塾
で
あ

っ
た
よ
う
だ
。
い

ま
の
、
祖
母
神
社
参
道
、
鳥
居
前
の
右

側
の
畑
が
村
山
学
校
の
跡
と
古
老
は
指

摘
し
て
い
る
。

長
い
間
ご
愛
読
い
た
だ
き
あ
り
が
た

く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
今
ま
で
旧
高

森
町
を
中
心
と
し
て
回
顧
し
て
き
ま
し

た
が
、
野
尻
、
草
部
の
歴
史
な
ど
も
豊

富
で
、
ま
た
稿
を
改
め
て
執
筆
し
た
い

と
思
い
ま
す
。
大
正
、
昭
和
の
歴
史
は

割
愛
し
ま
し
た
が
、
四
か
町
村
合
併
の

大
高
森
町
を

「自
然
と
歴
史
の
ふ
る
さ

と
」
と
し
た
い
も
の
で
す
。∧

今
村
記
∨

〔係
か
ら
〕

長
い
間
、
み
な
さ
ま
に
ご
好
評

い
た
だ
き
ま
し
た

「高
森
そ
の
歴

史
」
は
、
今
回
を
も
ち
ま
し
て
、

ひ
と
ま
ず
お
休
み
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

色
見
、
高
森
の
歴
史
を
執
筆
さ

れ
た
本
田
、
今
村
両
先
生
の
ご
厚

意
に
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

な
お
、
数
多
く
の
名
所
史
蹟
に
恵

ま
れ
た
草
部
、
野
尻
の
歴
史
に
つ

い
て
は
機
会
を
み
て
掲
載
す
る
予

定
で
す
。

見
の
佐
伯
源
蔵
の
二
男

と
し
て
生
ま
れ
、
村
山

士
族
田
上
安
之
助
の
養

子
と
な
っ
た
。
幼
い
こ

ろ
か
ら
鋭
敏
で
学
に
拒

し
、
声
母
神
社
の
興
隆

に
力
を
尽

し
た
。　
ま

た
、
大
正
の
中
期
ま
で

チ
ョ
ン
マ
ゲ
姿
で
古
風

無料

ヽ
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夏
も
真

っ
盛
り
に
な
り
ま
す
と
、
海

や
山
の
行
楽
地
で
は
、
涼
を
求
め
る
人

々
で
大
に
ぎ
わ
い
に
な
り
ま
す
が
、
こ

の
季
節
は
年
間
で
一
番
食
中
毒
が
多
発

す
る
シ
ー
ズ
ン
で
す
。

温
度
と
湿
度
が
高
く
な
っ
て
く
る
と

腸
炎
ビ
ブ
リ
オ
や
ブ
ド
ウ
球
菌
な
ど
の

増
殖
に
か
っ
こ
う
の
条
件
と
な
り
、
そ

れ
に
加
え
て
、
暑
さ
の
た
め
体
力
が
弱

ま
り
食
中
毒
な
ど
の
事
故
が
発
生
し
や

す
く
な
り
ま
す
。
ま
た
、
食
品
の
腐
敗

変
敗
も
早
く
な
り
ま
す
の
で
、
食
品
添

加
物
、
と
く
に
合
成
保
存
料
な
ど
の
使

用
も
多
く
な
り
ま
す
。

そ
こ
で
、
保
健
所
で
は
夏
期
食
品
の

食
品
添
加
物
や
、
食
品
の
成
分
規
格
検

査

（特
に
大
腸
菌
、　
一
般
細
菌
な
ど
）

の
調
査
を
行
う
と
同
時
に
、
旅
館
、
レ

ス
ト
ラ
ン
、
ド
ラ
イ
ブ
イ
ン
な
ど
の
施

設
立
入
り
検
査
を
主
体
に
監
視
し
て
、

不
良
品
の
一
掃
を
図
り
ま
す
。

八
月
上
旬
に
は
全
国
食
中
毒
予
防
週

間
も
設
け
ら
れ
ま
す
。
食
品
の
取
扱
い

食
中
毒
の
予
防
に
十
分
努
め
て
く
だ
さ

業
間
体
操
で

成
果
あ
げ
る

品
高
森
中
学
校
¨

力
づ
く
り
に
懸
命
で
す
。

こ
れ
は
最
近
の
生
徒
が
見
た
目
に
似

あ
わ
ず
、
体
力
が
劣

っ
て
い
る
こ
と
が

わ
か
っ
た
た
め
、
昨
年
四
月
か
ら
始
め

て
い
る
も
の
で
す
。
毎
週
水
、
木
、
金

の
六
時
間
目
が
終
わ

っ
た
午
後
三
時
五

十
五
分
か
ら
四
時
十
五
分
ま
で
二
十
分

間
を
あ
て
て
お
り
、
春
夏
が
マ
ラ
ソ
ン

秋
冬
が
ナ
ワ
と
び
の
軽
ス
ポ
ー
ツ
。　
マ

ラ
ソ
ン
は
交
通
量
が
少
な
い
同
校
周
辺

が

コ
ー
ス
に
選
ば
れ
て
お
り
、
男
子
が

千
五
百
研
、
女
子
が
千
材
と
男
女
の
体

力
に
合
わ
せ
て
い
ま
す
。

体
を
鍛
え
る
高
森
中
の
生
徒

ま
た
、
ナ
ワ
と
び
は

一
年
生
が
百
回

二
年
生
が
百
五
十
回
、
三
年
生
が
三
百

回
と
高
学
年
に
な
る
に
し
た
が

っ
て
回

数
が
多
く
な

っ
て
い
る
の
が
特
徴
。
体

育
館
や
廊
下
で
も
で
き
る
た
め
、
霜
ど

け
で
グ
ラ
ウ
ン
ド
が
使
え
な
い
冬
場
や

雨
の
日
も
関
係
な
く
運
動
能
力
の
向
上

に
大
き
な
成
果
を
あ
げ
て
い
ま
す
。

「食中毒」に注意 しよう

これから多発シーズン

夏期食品の買い方には十分な注意が必要

◇

・̈i   t
高
森
中
学
校

（
三
井
叉
男
校
長
、
三

百
五
十
七
人
）
は
、　
マ
ラ
ソ
ン
、
ナ
ワ

と
び
の
業
間
体
操
を
行
い
、
生
徒
の
体

の

山
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夏休みを元気に例
年
、
多
く
の
キ
ャ
ン
パ
ー
で
に
ぎ

わ
う
上
色
見
前
原
の
鍋
の
平
キ
ャ
ン
プ

村
は
、
こ
と
し
も
七
月
十
日
か
ら
八
月

二
十

一
日
ま
で
開
村
さ
れ
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

同
キ
ャ
ン
プ
村
は
、
阿
蘇
根
子
岳
の

南
麓
に
広
が
る
放
牧
地
で
標
高
八
百
五

十
研
。
真
夏
で
も
摂
氏
二
十
五
度
を
越

え
ず
、
初
秋
の
よ
う
な
さ
わ
や
か
な
と

こ
ろ
と
し
て
各
地
に
知
れ
わ
た
っ
て
い

ま
す
。

開
村
を
前
に
、
こ
の
ほ
ど
、
高
森
町

町
議
会
、
商
工
会
、
前
原
地
区
の
代
表

十
五
人
が
運
営
協
議
会
を
開
き
、
入
村

の
お
き
て
や
利
用
料
金
な
ど
を
次
の
よ

う
に
決
め
ま
し
た
。

〔鍋
の
平
入
村
の
お
き
て
〕
　

０
村
民

は
自
然
を
愛
し
、
樹
木
や
放
牧
牛
を
い

た
わ
り
ま
し
ょ
う
②
キ
ャ
ン
プ
フ
ァ
イ

ヤ
ー
は
村
長
の
許
可
を
受
け
る
こ
と
０

ラ
ジ
オ
な
ど
の
音
量
は
最
小
限
に
す
る

こ
と

（野
鳥
の
鳴
き
声
が
名
物
で
す
。

北
海

道

か
ら

ス
ズ
ラ
ン
の
花

町
出
身

の
伊
藤
さ
ん
送
る

北
海
道
の
自
衛
隊
に
勤
務
す
る
高
森

旭
通
り
出
身
の
伊
藤
武
光
さ
ん

（三六
）

か
ら
ス
ズ
ラ
ン
の
花
が
、
こ
の
ほ
ど
本

町
役
場
に
届
け
ら
れ
ま
し
た
。
こ
と
し

で
二
回
目
。

伊
藤
さ
ん
は
、
三
十
三
年
に
高
森
高

校
を
卒
業
と
同
時
に
自
衛
官
を
志
望
、

別
府
、
小
郡
、
熊
本
な
ど
の
各
Ｌ
と
ん

地
を
経
て
、
四
十
七
年
か
ら
北
海
道
の

東
千
歳
駐
と
ん
地
に
勤
務
し
て
お
り
、

千
歳
市
北
栄
町
の
現
住
所
に
住
ん
で
い

ま
す
。
高
森
に
一
人
残
し
た
母
が

お
世
話
に
な
る
っ
て
い
る
お
礼
に

と
航
空
便
で
毎
年
送
り
続
け
て
い

ま
す
。

伊
藤
さ
ん
は

「広
報
た
か
も
り

を
毎
号
楽
し
く
読
ん
で
い
ま
す
。

阿
蘇
高
原
に
も
ス
ズ
ラ
ン
が
咲
く

と
テ
レ
ビ
で
知
り
ま
し
た
。
北
海

道
は
乱
獲
が
た
た
り
、
ス
ズ
ラ
ン

狩
り
の
規
制
さ
れ
た
と
こ
ろ
が
多

く
な
り
ま
し
た
。
大
事
に
育
て
て
く
だ

さ
い
」
と
し
た
た
め
て
あ
り
ま
し
た
。

送
ら
れ
た
ス
ズ
ラ
ン
に
喜
ぶ
町
女
子

職
員
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

７
月
１０
日
に
開
村
式

鍋
の
平
キ
ャ
ン
プ
場
＝＝
出

●

●

夏
休
み
は
心
身
の
休
養
を
主
と
し

ま
す
が
、　
一
人

一
人
が
自
主
的
、
自

律
的
に
生
活
し
、
個
性
を
仲
ば
し
、

豊
か
な
人
間
性
を
培
う
た
め
に
極
め

て
よ
い
機
会
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

そ
こ
で
充
実
し
た
夏
休
み
を
送
る
た

め
、
特
に
大
切
な
事
が
ら
に
つ
い
て

述
べ
て
み
ま
す
。

▽
規
律
あ
る
日
課
を
た
て
る

親
子
で
話
し
合
い
無
理
の
な
い
計

画
で
、
し
か
も
実
行
で
き
る
計
画
を

た
て
ま
し
ょ
う
。

▽
た
く
ま
し
い
体
力
づ
く
り

自
然
の
声
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
）
④
車

を
草
原
に
乗
り
入
れ
な
い
こ
と
。

〔料
金
〕
　

天
幕
（五
人
用
）
四
百
円
。

同

（十
人
用
）
七
百
円
、
毛
布

一
枚
百

一
日

一
回
は
運
動
で
汗
を
流
す
と

と
も
に
、　
ハ
イ
キ
ン
グ
、
野
外
活
動

な
ど
で
自
然
と
親
し
み
な
が
ら
忍
耐

力
と
体
力
を
養
い
ま
し
ょ
う
。

▽
ま
ど
ま
っ
た
研
究

長
期
に
わ
た
る
観
察
、
工
作
、
読

書
な
ど
し
て
、

仕
事
の
完
成
の

喜
び
を
体
験
さ

せ
ま
し
ょ
う
。

▽
非
行
と
事
故
の
防
止

水
難
、
交
通
事
故
防
止
に
心
が
け

る
と
同
時
に
、
子
供
の
日
ご
ろ
の
行

動
に
も
注
意
し
ま
し
ょ
う
。
長
期
間

の
休
日
で
特
に
心
が
ゆ
る
み
が
ち
。

非
行
の
芽
が
育
ち
や
す
い
時
期
で

す
。

楽

し

く

安

全

な

登

山

を

し

よ

う

こ
と
し
も
夏
山
登
山
を
楽
し
む
季
節

と
な
り
ま
し
た
。
登
山
愛
好
者
の
増
加

に
伴
い
、
毎
年
遭
難
事
故
も
多

く

な

り
、
無
理
な
登
山
や
装
備
の
不
備
、
経

験
未
熟
な
ど
の
原
因
で
、
昨
年
六
月
か

ら
八
月
の
山
の
シ
ー
ズ
ン
に
は
、
全
国

で
六
十
八
人
の
尊
い
人
命
が
奪
わ
れ
て

い
ま
す
。
登
山
愛
好
の
み
な
さ
ん
が
、

楽
し
く
安
全
な
登
山
を
さ
れ
る
た
め
に

は
、
次
の
よ
う
な
準
備
と
計
画
が
大
切

で
す
。
●
無
理
の
な
い
安
全
な
山
を
選

ぶ
②
リ
ー
ダ
を
決
め
る
０
健
康
管
理
と

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
に
気
を
つ
け
る
④
余
裕

の
あ
る
日
程
を
組
む
０
天
気
予
報
に
注

意
す
る
Ｏ
装
備
食
糧
な
ど
の
準
備
は
十

分
に
０
登
山
計
画
書
を
警
察
な
ど
に
出

す
。

規
律
正
し
い
日
課
を

円
、
ラ
ン
タ
ン

（
一
個
電
池
付
き
）
百

五
十
円
、
飯
ご
う
五
十
円
、
な
べ
五
十

円
、
食
器
類

一
組
五
十
円
、
施
設
使
用

料

一
人
五
十
円
。

ジ
■

，

1      古タイヤで元気に遊ぶ子供たち
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